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【交通事故報告と注意喚起！】交通事故から命を守りましょう！

５月 連休中のお礼

行政区作業（学校除草作業）のお礼
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読書ボランティア…読み聞かせ・親子で読書のススメ

校区女性の会からぞうきんの寄付

英語専科教員：井上鮎美先生の紹介

人権の花運動
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１、「音読」するってどういうこと？

①視覚からのインプット

②脳内の処理

③声に出すアウトプット

④聴覚からの再度インプット

音読をするときの人間の脳は、前頭前野を中心に活発に働いています。前頭前野とは、脳の約

３０％を占め、判断力や思考力を司る脳の司令塔とも言われる部分です。

黙って文章を読むという行動と比べてみると、倍以上の処理を行っていることがわかるかと思

います。この流れが脳内全体を活性化し、特に、判断力や思考力をつかさどる前頭葉を鍛えてく

れるそうです

２、前頭前野の働きがよくなるとどうなるのか？

①考える力、アイデア力がアップ！

②記憶力がアップ！

前頭前野には「ワーキングメモリー」と言って物事を記憶する機能があります。

③コミュニケーション能力がアップ！

相手の話を理解する、顔色を見て感情を読み取るなども前頭前野の働き。

④判断力がアップ！

⑤感情のコントロールができるよう

になる。イライラの抑制やモラル

の育成につなげることも可能にな

り、ひいては学習意欲の向上も。

⑥読書好きになる。⑦幸せな気持ちになる。

まず、文章を目で見て、その文字

列を読み上げる。

さらに、発声するという動作を加え

る。

自分が発した声を耳から聞

くことで、再度文章を脳内

で理解しなおす。

同時に、脳内でそれを文章として理解する。

⁸ ╩≈↑╢⌐│
│ ╡⅛↑
│ ╖ ⅛∑

学齢期は？ 音読！

脳の約30％をしめるのが前頭前野。脳の司令塔ともいわれるとても大切な部分です。


